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要旨：本稿は，新入生図書館内ガイダンス時のアンケート調査と図書館貸出利用統計を用い

て，学生像を考察し報告するものである．

　その結果，①近年の入学生は，読書や本に興味のない学生が過半数を占める傾向にあること，

②読書や本について興味のある学生は，興味のない学生に比べて図書館の本の貸出が多いこ

と，③入学以前に図書館の本を利用していた学生は，利用する習慣のない学生に比べて図書

館の本の貸出が多いこと，④入学以前に図書館で学習する習慣のあった学生は，習慣のない

学生に比べて図書館の本の貸出が多いことが明らかになった．また，⑤館内ガイダンスに参

加する学生は，不参加の学生に比べて図書館の本の貸出が多く，⑥館内ガイダンスに参加す

る学生は，入学年度の前期の貸出が多いことが分かった．

　これらのことから，読書支援の必要性を認識し，図書館の諸活動が貸出冊数に影響をあた

えている可能性があると考え，読書支援が本学図書館の課題であることを明確にした．

Key　words：飯田女子短期大学図書館（lida　Women’s　Junior　College　Library），図書館利用

（library　use）　貸出統計（book　circulation　statistics），読書支援（reading　support）

はじめに
　飯田女子短期大学（以下本学という．）図

書館の前回の報告1）では，本学看護学科生の

3期生（平成13年3月卒業）から7期生（平成

17年3月卒業）までの図書館の貸出冊数を学

年ごとに比較し，看護学科生の図書館の貸出

利用行動を捉え，平成14年度から16年度まで

の看護学科教養講座参加者のアンケート調査

結果と図書館の貸出冊数との比較を試みた．

その結果，①入学当初の図書館の貸出利用は，

学生の個々の関心・興味による借出しのニー

ズであったが，学年があがるごとに共通した

分野の資料を求める傾向にあること，②読書

嗜好（読書や本の話に興味があるかないか）

図書館利用嗜好（図書館を利用する習慣があ

るかないか）については年度によりバラツキ

があること，③入学以前に図書館の本をよく

利用し，図書館で学習する習慣があった学生

は，本学入学後の図書館の貸出冊数が多いこ

と，④学年があがり，特に3年次には全く差

がなくなることが分かった．貸出冊数につい

ては，本学平成16年度卒業生の在学中の1年

間の一人平均貸出利用冊数が，11．6冊であり，

全国の短期大学生の平均6．0冊に比べて多

かった，また，看護系私立短期大学学生の平

均は18．3冊であり本学の看護学科学生の19．7

冊は平均的な数値と評価された．この結果か

らも家政学科・幼児教育学科の学生に比べ看

護学科の学生の図書館の資料の貸出冊数が多

いことは一般的な傾向であるとすることがで

きた．そして看護学科の学生が，本学の一人

平均貸出冊数を高めていることが予測され
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た．

　今回，平成18年度と平成19年度において新

入生館内ガイダンスを全学科対象に行うこと

ができた．そこで，前回の結果をもとに分析

を試み，本学の学生像を捉えることができた

ので考察を加えて報告する．

1．館内ガイダンスとアンケート調査の実施

　平成14年度から看護学科教養講座「情報の

集め方　検索のしかた」の中で行った図書館

館内ガイダンスを，平成18年度より全入学生

対象に行うことになった．各クラスアドバイ

ザーが空き時間を利用して館内ガイダンスの

設定をした．館内ガイダンスの内容は，これ

までの手法を踏襲し，小規模な図書館であっ

ても，やみくもに本を探すことがいかに困難

であるかを体験し，請求記号や検索データか

ら配架場所を読み取り，書架に行くことの効

率を体感できるよう考えた．館内を一巡して

図書館内の構造や配架の仕組みを図書館職員

が学生に説明した後，実際に本を探す作業を

行わせた．探す本のリストは，各学科の関連

分野の資料を取り入れるように学科・コース

ごとに変えた．リストの裏面はこれまで同様

にアンケート調査用紙を付して，館内ガイダ

ンス終了後に回収した．アンケートの回答か

ら入学生を8群に分けた．

1）アンケート調査

　（1）方　　　法

　（ア）調査対象および分析対象

　館内ガイダンス参加者の中で年度途中，学

籍に移動のあった学生を除き，分析の対象と

した．

　平成18年度参加者　187名

　　　　分析対象者　177名

　平成19年度参加者　213名

　　　　分析対象者　213名

　（t）調査日

　平成18年4月12日　　平成18年4月17日

平成18年4月21日

平成18年4月25日

平成19年4月13日

平成19年4月17日

平成19年4月19日

平成19年4月24日

平成19年4月27日

（ウ）アンケート項目

平成18年4月24日

平成18年4月26日

平成19年4月16日

平成19年4月18日

平成19年4月20日

平成19年4月26日

　前回までは「図書館の本を借りて読む」と

いう行動を中心に展開し，次の二つの設問を

用いた．回答は二択とした．

設問1；これまでの自分は図書館の本を読む

　　習慣があったかなかったか．→「どちら

　　かといえばなかった」と回答した学生は，

　　設問；本を読むことや，本のことについ

　　ての話に興味がありますか？に回答を求

　　めた．

設問2；これまでの自分は，図書館で勉強す

　　る習慣があったかなかったか．

回答結果から学生を次の6群に分けた．

1群　図書館の本を利用し，図書館で学習を

　　した．

2群　図書館の本を利用したが，図書館での

　　学習はしなかった，

3群　図書館の本は利用しなかったが，読書

　　や本に興味があり，図書館で学習をした．

4群　読書や本に興味があるが，図書館の本

　　は利用せず，図書館での学習もしなかっ

　　た．

5群　図書館の本を利用することや読書や本

　　に興味がないが，図書館での学習はした．

6群　図書館の本を利用することや読書や本

　　に興味がない，図書館での学習もしない．

　1・2群は「入学以前図書館の本を利用し

た群」で3～6群は「入学以前図書館の本を

利用しなかった群」である．しかし「図書館

の本を借りて読む学生は，読書や本に興味が

ある学生であるといえるだろうか」と平成17

年11月に行われた長野県図書館大会大学専門

図書館部会における指摘を受け，今回は設問
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の3項目全てに二択の回答を求めた．設問は

従来と同様に，

設問1；入学前の自分には，図書館の本を借

　　りて読むという習慣がありましたか？

設問2；入学前の自分には，読書をすること

　　や，本のことについての話について興味

　　がありましたか？

設問3；入学前の自分には，図書館で学習を

　　する習慣がありましたか？

である．

　そして，前回と同様に

設問4；図書館オリエンテーションと今回の

　　図書館内ガイダンスについて感想をお書

　　き下さい．今後の参考にしたいと思いま

　　す．

と，自由記述覧を付した．

　（2）結　　　果

　アンケートの回答から学生の入学前の読書

嗜好と図書館利用嗜好を，読書嗜好の有無を

中心に次の8群に分けた．1群から4群は「読

書や本への興味のある群」で5群から8群は

「読書や本への興味のない群」である．

1群　読書や本への興味があり　図書館の本

　　を利用した　図書館での学習習慣あり

2群　読書や本への興味があり　図書館の本

　　を利用した　図書館での学習習慣なし

3群　読書や本への興味があり　図書館の本

　　を利用しない　図書館での学習習慣あり

4群　読書や本への興味があり　図書館の本

　　を利用しない　図書館での学習習慣なし

5群　読書や本への興味がない　図書館の本

　　を利用した　図書館での学習習慣あり

6群　読書や本への興味がない　図書館の本

　　を利用した　図書館での学習習慣なし

7群　読書や本への興味がない　図書館の本

　　を利用しない　図書館での学習習慣あり

8群　読書や本への興味がない　図書館の本

　　を利用しない　図書館での学習習慣なし

　嗜好の尺度は前回と同様に，個人的で刹那

的な感情となる自己評価である．各群の該当

者数とその割合を表1に表し，各学科・コー

ス別の人数を表2に表した．また前回の調査

との比較をするため看護学科学生について6

群の分布を8群と合わせて表3に表した．共

通する群は3・4・7・8群である．3・4

群は「図書館の本を利用しないけれども読書

や本に興味がある」群であり，前回に比較し

て人数は減少している．7・8群は「読書や

本に興味がなく，図書館の本も利用しない」

群である．

　その結果，平成18年度と平成19年度は各群

ともほぼ似た割合で分布していた．平成14・

15・16年度と比較すると，看護学科において

も8群（前回の6群）の占める割合が多くなっ

ていた．前回は3年間の数値に変動があり，

年度によって入学生像は違うと判断した．し

かし2年間連続して同様の結果を見たので，

これを近年の本学入学生像と予測してもよい

のではないだろうか．読書や本について興味

のない学生が増えている傾向は，緊急に対応

していく必要があると考えた．

表1　平成18・19年度入学生の群別の人数

　　　および割合

群　　　平成18年度入学生　平成19年度入学生

1群

2群

3群

4群

5群

6群

7群

8群

32名（18．1％）

31名（17．5％）

11名（6．2％）

21名（11．9％）

3名（1．7％）

5名（2．8％）

17名（9．6％）

57名（32．2％）

42名（19．7％）

28名（13．1％）

12名（5．6％）

28名（13．1％）

6名（2．8％）

6名（2．8％）

15名（7．0％）

76名（35．7％）

計 177名 213名
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表2　学科・コース別　群別人数
（単位：人）

1群　　　　2群　　　　3群

平　　平　　　平　　平　　　平　　平
成　　成　　　成　　成　　　成　　成
18　　19　　　　18　　19　　　　18　　19
年　　年　　　年　　年　　　年　　年
度　　度　　　度　　度　　　度　　度

4群

平　　平
成　　成
18　　19
年　　年
度　　度

5群　　　　6群

平　　平　　　平　　平
成　　成　　　成　　成
18　　19　　　　18　　19
年　　年　　　年　　年
度　　度　　　度　　度

7群　　　　8群

平　　平　　　平　　平
成　　成　　　成　　成
18　　19　　　　18　　19
年　　年　　　年　　年
度　　度　　　度　　度

生活造形

保健養護

生活福祉

食物栄養

幼児教育

福祉心理

看　　　護

地域看護学専攻

助産学専攻

福祉専攻

1　　1

7　　3

4　　5

3　　5

0　　5

0　　3

9　10

8　　6

2

2

2　　1

4　　2

0　7

5　　1

3　4

3　4

8　　5

6　3
1

0

0　　0

O　　l

5　2

0　　1

2　　0

3　　3

1　　2

0　　3

0

0

0　　0

3　　3

2　　3

6　4

4　　3

3　4

3　　7

0　　3

1

0

0　0

1　0

1　0

0　　1

0　　1

1　1

0　0

0　　2

0

1

0　　0

0　0

1　　1

0　　0

0　　2

1　4

3　　1

0　　0

0

1

0　　0

2　　3

5　　1

0　　2

1　　2

2　　2

6　　5

1　0
0

0

3　　3

16　5

11　17

4　10

7　12

1　16

15　12

0　　0

1

0

表3　看護学科学生の群別人数の変化
（単位：人（％））

今回の群（前回の群）　平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度 平成19年度

1群

2群

3群（3群）

4群（4群）

5群

6群

7群（5群）

8群（6群）

9（17．6）

8（15．7）

7（13．7）

7（13．7）

7（11、5）

16　（26．2）

5（8．1）

14　（23．0）

8（14．2）

14　（25．0）

3（5．4）

3（5．4）

9（13．8）

8（12．3）

1（1．5）

3（4．6）

0（0）

3（4．6）

6（9．2）

15　（33．3）

11　（25．6）

5（11．6）

2（4．6）

7（12．2）

0（0）

1（2．3）

5（11．6）

12　（27．9）

2）貸出統計と館内ガイダンス

　図書の貸出統計は，図書館総合管理システ

ム『情報館v．6』を使用して集計した，

　前回の調査における看護学科学生の貸出冊

数は，学年が上がると各群の差がなくなり，

各群の差があるのは1年次であった．また特

に3年次は，貸出される資料分野も専門の資

料が繰り返し貸出される傾向にあることか

ら，3年次の貸出と教科内容との関連がある

ことが示唆された．

　今回は全学生が館内ガイダンスの機会を得

ることができたので，本学学生の各群の貸出

数の特徴を調査するため平成19年度卒業生に

ついて在学中の貸出状況を分析した．看護学

科の3年間に比べて家政学科・幼児教育学科

は2年間と在学期間が短いため，さらに前期

と後期とに分けて比較することにした．

　（1）館内ガイダンス実施が及ぼす貸出冊数

　　　の変化

　館内ガイダンスの実施が貸出冊数の数値に

どのように影響しているのかを知るために，

館内ガイダンス実施前（平成16年度卒業生）
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と実施後（平成19年度卒業生）の在学中の一

人平均貸出冊数の比較を行い表4にまとめ
た．

　その結果，家政学科家政専攻の生活造形

コース（平成16年度は生活デザインコースと

称した）と保健養護コースは増加し，幼児教

育学科の幼児教育コース・福祉心理コースは

減少し，また，在学中に貸出を行わない0冊

者の人数は増加していた．この比較において

は館内ガイダンスの実施が在学中の貸出冊数

に変化を及ぼしていると考えられなかった．

また，平成15～19年度までの5年間の入学生

の入学年度の貸出冊数を比較し表5に表し

た．しかし，数値は年によってバラツキがあ

り，館内ガイダンスの実施と在学中の貸出冊

数との関連は明確にできなかった．

　そこで，館内ガイダンス参加者と不参加者

の一人平均貸出冊数を平成19年度の入学生の

数値を用いて，前期と後期および一年間の比

較を行い表6に表した．

　その結果，館内ガイダンス出席者の一人平

均貸出冊数は前期7．1冊，後期4．8冊，年間で

は11．9冊であり，欠席者は前期3．8冊，後期4．4

冊，年間では8．2冊であった．

　出席者は欠席者に比べて一人平均貸出冊数

は高かった．また，館内ガイダンス出席者は

後期になると一人平均貸出冊数が減少するの

に対して，欠席者は増加しており，ガイダン

ス出席者と欠席者の差は小さくなっていた．

このことから，館内ガイダンス実施は，入学

年度前期の一人平均貸出冊数に影響をしてい

ると予測できた．

　図1に示したように，平成18年度に比べて

平成19年度が全体に高く，1年次の前期と後

期の比較では，平成18年度と平成19年度とも

に後期に比べて前期の一人平均貸出冊数が高

いことがわかった．

3）アンケート調査分析と貸出冊数

　アンケートの回答と貸出冊数との関連をみ

るため，各群の一人平均貸出冊数を調査した．

平成18年度および平成19年度の入学生を8群

に分け，1年次の一人平均貸出冊数を表7に

まとめた．1群と8群の差は大きく，入学ま

での学生の読書嗜好や図書館利用嗜好が，入

学後の貸出冊数に影響すると考えられる．

　前回の調査においても，入学以前に図書館

の本をよく利用し，図書館で学習する習慣が

あった看護学科学生は，本学入学後の図書館

の貸出冊数が多かった．

表4　学科・コース別在学中の平均貸出冊数と貸出0冊者数の変化

平成16年度卒業生 平成19年度卒業生

在学中の平均貸出冊数（冊）　貸出0冊者人数（人）　在学中の平均貸出冊数（冊　貸出0冊者人数（人）

生　活　造　形

保　健　養　護

生　活福　祉

食　物　栄　養

幼児教育
福　祉　心　理

看　　　　護

地域看護学専攻

助産学専攻
福　祉　専　攻

1，8

12．1

4．5

26．1

15，4

14．1

59．3

25．1

31．1

3．2

3

6

11

3

5

2

0

0

0

6

18．0

21．0

4．9

26，5

4．6

11．9

68．8

38，2

14．0

17．7

3

10

9

3

20

15

0

0

0

1
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　次に，設問ごとに集計し，1－4群と5－

8群とに分けて「読書や本の話に興味がある

学生とない学生」の一人平均貸出冊数の比較

を表8に，1・2・5・6群と3・4・7・
8群に分けて「図書館の本を借りる習慣があ

る学生とない学生」の一人平均貸出冊数の比

較を表9に，1・3・5・7群と2・4・
6・8群に分けて「図書館で学習する習慣の

ある学生とない学生」の一人平均貸出冊数の

比較を表10にまとめた．その結果，設問項目

全てが入学後の貸出冊数と関係していること

が明らかになった．

表5　学科・コース別　入学年度の平均貸出冊数の変化
（単位：冊）

平成15年度入学生平成16年度入学生平成17年度入学生平成18年度入学生平成19年度入学生

生　活　造　形

保　健　養　護

生　活福　祉

食　物　栄　養

幼　児　教　育

福　祉　心　理

看　　　　護

地域看護学専攻

助産学専攻

福　祉専　攻

0．0

5．5

3，3

10．4

7．2

7．3

14．2

23．9

20．1

10．9

8．3

4．3

2．4

8．8

7．9

17．5

7．9

25．3

31．5

3．2

4．0

6．6

2．2

9．6

7．5

6．9

7．0

32．1

3．6

9．7

8．4

5．9

3．6

10．0

1．3

2．9

7．7

27．9

26．1

7．4

5．8

13．5

3．7

7．5

7．8

9．3

11．7

38．2

14．0

17．7

全 体 9．4 9．6 8．2 8．0 11．3

表6　平成19年度館内ガイダンス出席者と

　　　欠席者の平均貸出冊数
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：冊）

年間　　前期　　後期

ガイダンス出席者　　11．9

ガイダンス欠席者　　8．2

7．1

3．8

4．8

4．4

12

10

8

6

4

2

0

（冊）　　　　前期　　　　後期　　　　年間

　　　　　　　　D18年■19年

図1　平成18・19年度の1年生の

　　　平均貸出冊数の前期と後期の比較

表7　群別の平均貸出冊数
（単位：冊）

1群 2群 3群 4群 5群 6群 7群 8群

平成18年度

平成19年度

8，2

12．6

7．7

7．7

1．2

11．1

2．2

9．3

5．3

4．0

0．0

4．8

1．2

6．5

1．9

2．9
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　つまり，読書や本に興味のある学生は図書

館の本をよく借りる，以前から図書館の本を

利用していた学生は入学後も図書館の本をよ

く借りる，以前から図書館で学習する習慣の

ある学生は入学後も図書館の本をよく借りる

といえる．

4）入館者数
　図書館の入館者数の測定は，図書館の入り

口にある入館カウンターでカウントし，日々

の記録から集計をしている．

　平成18年度と平成19年度の月別入館者数の

推移を図2に示す．

　入館者数は，図書館が学生に支持されてい

る場所であるかを測定する数値である．

　学業日における（8月・3月を除く）一日

平均入館者数は，平成18年度216人平成19年

度は211人であった．本学在学者数（5月1

表8　読書や本の話に興味がある学生と

　　　ない学生の平均貸出冊数
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：冊）

1・2・3・4君羊　5・6・7・8群

日現在）は，平成18年度655名，平成19年度561

名と減少がある．在学者数の減少の影響を加

味するならば一人平均の入館回数が増えてい

ると考えられる．

　また，図2からわかるように，平成19年度

は前期に比べて後期に平成18年度を上回る入

館数がある．貸出冊数は，図1のように前期

に比べて後期が減少している．このことから，

後期は学習などの「場所としての図書館」の

利用が増えていると考えられる．

平成18年度

平成19年度

5．9

10．4

1．8

3．4

表9　図書館の本を借りる習慣がある学生と

　　　ない学生の平均貸出冊数
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：冊）

1 ・2・3・4群　 5・6・7・8群

平成18年度

平成19年度

7，3

9．8

1．8

5，3

5）平成18年度と平成19年度の平均貸出冊数

　　の差

　これまでの調査結果で明らかなように，平

成18年度と平成19年度とでは，平均貸出冊数

そのものが増えている．

　貸出冊数の分布を見るために，縦軸に貸出

冊数，横軸に群をとり散布図を描くと，平成

18年度に比べて平成19年度は，非常にバラツ

キがあり，貸出冊数と各群とには相関がない．

たとえば，読書嗜好のない学生の貸出冊数の

最大値が，平成18年度では12冊であったのに

対して，平成19年度では54冊といったように，

説明のできない数名の突出した貸出冊数の

データがある．それらを，入学後であっても

図書館に興味をもち，多くの資料に触れてほ

しいというわれわれが目指しているデータと

考える根拠はない．

　また，1群該当者の貸出冊数0～数冊や，

8群該当者の貸出冊数の高い学生の存在は，

前述した，読書嗜好と貸出冊数との関係にお

表10　図書館で学習する習慣のある学生と

　　　ない学生の平均貸出冊数
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：冊）

1・2・3・4群　 5・6・7・8群

300

平成18年度

平成19年度

5．0

10．5

3．4

5．1

1　250
日

平200
均150
入
館100
者
数　50

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月11月12月　1月　2月

図2　入館者数の推移
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いて，逆が成り立たたないことを表している．

つまり，図書館の本をよく借りる学生は読書

や本に興味があるとはいえない，図書館の本

をよく借りる学生は入学前も図書館の本をよ

く借りていたとはいえない，図書館の本をよ

く借りる学生は以前から図書館で学習する習

慣のある学生であるとはいえないのである．

2．平成19年度の図書館の取組みと貸出冊数

　平成19年度は本学の図書館が大きく変わっ

た年度である，

　開館時間を1時間半延長して学業日の開館

を6時半までとしたこと，そして，図書館職

員の体制を専任2名から専任1名と非常勤職

員3名への変更があった．

　さらに，朗読ワークショップと，館内の本

の紹介コーナーを充実させた．

　「ことばの力」を学ぶ機会を図書館側から

提供し，文章に親しみ，ひいては図書館を身

近に感じる学生を増やしたいと意図した読書

支援である．

　読書や本に興味のない学生が多数入学する

ことや，図書館を利用する習慣のない学生も

いることから，まずは図書館へ行こうという

気持ちにさせ，図書館へ来たなら何かがある

表11朗読ワークショップ実施状況

福祉心理コース1年（演劇同好会）有志　11名　7月から6回

幼児教育コース1年有志　2名　9月から10回

食物栄養専攻1年有志　1名　11月から2回

生活造形コース2年有志　3名　11月から4回

地域看護学専攻有志4名1ユ月から8回

という空間を作り，知らず知らずのうちに読

書に親しむ学生を育てたいと考える．このこ

とと図書館の利用との関連は今後の課題であ

るが平成19年度の記録としてふれておきた

いo

1）朗読ワークショップ

　（1）朗読ワークショップの実施

　玉置がライフワークとする，飯田市立図書

館「声の輪」のボランテイアグループでの朗

読指導を本学学生対象に行った．平成19年前

期に募集を行い，後期から開始し，5グルー

プが成立し，のべ30回実施した．実施状況を

表11にまとめた．

　（2）朗読ワークショップ参加と貸出冊数

　朗読ワークショップに参加した1年生の貸

出冊数は，一人平均22．6冊であった．朗読ワー

クショップ不参加の学生の平均は10．4冊と参

加者の半分以下であった．

　朗読ワークショップ参加者の一人平均貸出

冊数の前期と後期・年間および不参加者との

比較を表6に示す，前期・後期ともに朗読

ワークショップ参加者の貸出冊数は高く，平

成19年度は読書や本に興味のある学生が集っ

ているということになる．後期の平均貸出冊

数が前期に比べて減少している傾向は，朗読

ワークショップ参加者も同様であった．朗読

ワークショップ参加と貸出冊数の関連につい

ては今後の課題として，もう少し積み重ねた

データで論じたい．

2）本の紹介コーナー

平成19年度後期より，館内にささやかな本

表12　朗読ワークショップ参加学生と不参加学生の平均貸出冊数
（単位：冊）

参加者の前期平均 参加者の後期平均 参加者の年間平均　　　不参加者の年間平均

本　　科

専攻科

全　　体

8．6

32．3

15．8

6．8

7．0

6．9

15．4

39．3

22，6

8．3

23，3

10．4
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の紹介コーナーを設け，他大学図書館のパス

ファインダー・展示を参考に企画展示を行っ

た．

　9月からは「本学学生貸出図書ベスト100

冊」，11月からは「今年の受賞作品を選んじゃ

いました」，1月からは「飛び出す1しかけ

絵本」を行った．

　図書館に行くと何かがあるという空間づく

りが入館数等に少なからず影響していると考

える．

3．考　　　察

　本学の学生像を，図書館の貸出冊数の分析

から述べてきた．

①近年の入学生は読書や本に興味のない学

生が過半数を占める傾向にあること，②読書

や本について興味のある学生は，興味のない

学生に比べて入学後に図書館の本の貸出が多

いこと，③入学以前に図書館の本を利用する

学生は，利用する習慣のない学生に比べて入

学後にも図書館の本の貸出が多いこと，④入

学以前に図書館で学習する習慣のある学生は

習慣のない学生に比べて，入学後に図書館の

本の貸出が多いことが明らかになった．また，

⑤館内ガイダンスに参加する学生は不参加の

学生に比べて図書館の本の貸出が多く，⑥館

内ガイダンスに参加する学生は，入学年度の

前期の貸出が多いことが分かった．

　以上のことから，学生の読書嗜好や図書館

利用嗜好が図書館の貸出冊数に影響している

ことやガイダンス等の図書館の取組みも貸出

冊数に影響することがわかった．図書館の諸

取組みについては，貸出冊数に相乗効果と

なってあらわれてくることを期待している

が，それらについては今後の課題と考えてい

る．

　今回の調査の考察として，国内の諸データ

を加えて，本学学生の読書支援の必要性を述

べてまとめることにする．

1）大学生の読書

　本学の学生の読書傾向に関する調査は，昭

和57年（1982）に行い2），以降は調査をして

いない．当時の本学学生アンケート（回収率

66％）結果は，毎日書籍（雑誌やマンガを除

く）を読む学生は約7割，一日の読書時間は

平均40分，一ヶ月の本代は平均1，320円であっ

た．好きな作家は，星新一，遠藤周作，横溝

正史，筒井康隆，松本清張，灰谷健次郎らが

並んでいた．

　今回本学の入学時のアンケート調査で，読

書や本の話に興味がない学生が過半数をしめ

ていることが分かった．また，東京大学大学

院教育学研究所で行った2007年全国大学生調

査3）によると，一ヶ月に一冊も読まない学生

は29．0％を占め，0冊から1冊は，57．4％に

なっている．

　これらのことから，読書をしない学生の存

在が多いことが容易に推測できる．今後，大

学生は本を読むというイメージを払拭し，読

書支援が必要ではないかと考える根拠とした

い．

2）小・中・高等学校生の読書環境

　読書環境の改善を目指して，平成9年

（1997）学校図書館法の改正により2003年ま

でに一定規模以上の小学校・中学校・高等学

校では司書教諭を置くことが義務付けられ

た．平成12年（2000）には，子ども読書年が

制定され，その影響で読み聞かせ活動などの

さまざまな読書推進事業が実施されるように

なった．また，平成13年（2001）の子どもの

読書活動の推進に関する法律では，読書は不

可欠であるとし，地方自治体に子ども読書活

動推進基本計画の策定を義務付けており，平

成17年（2005）には「文字・活字文化振興法」

が制定された．こうした読書推進活動および

読書環境の改善の成果は，学校読書調査にお

いて小学生・中学生・高校生の一ヶ月の平均

読書冊数が増加し（図4），不読者（0冊回答
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者）が減少する（図5）グラフに表れている4）．

　読書支援とは読書環境を整えることでもあ

る．幼い頃からこうした読書環境下に育った

学生が入学してくる頃には，読書嗜好も現在

とは違う集団となり学生の読書状況も変化す

ると考える．

3）短期大学図書館における読書支援

　「場所としての図書館」が他の施設や教育

とのインタラクティブな関係性を築く可能性

を模索し，教育的な目的を持つ学生の課外活

動と学習とを統合するように支援する環境を

大学図書館に創出するという報告がある5）．

情報社会においては，これまでの伝統的な意

味での図書館の資料蓄積・提供機能の重要性

が相対的に弱体化するといわれている6）．そ

の一方で，これまで延べてきたように，読書

や本の話に興味がないと回答する学生の出現

がある．

　これらのことから，短期大学は読書支援と

してさまざまな取り組みを行い，学生を図書

館に引き込み，利用を増加していくべきであ

ることが急務であると考える．

　また，本稿において，読書や本の話に興味

10．0（冊）

80

6．0

4，0

2，0

　0、O
　S9π1919198、19脇1986　W871SS91egi‘993　tg9519〕了1999200‘T〔i32095200了
　　‘9781980198219841986　19SS　1990　19921994　199619982〔0020e22004200i（年）

図4　毎年5月1ヶ月間の平均読書冊数の推移4）
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図5　不読者（0冊回答者）の推移4）

のない学生は，図書館の本の貸出冊数も低迷

している傾向にあることを確認したことは，

今後の図書館の評価に貸出統計は欠かせない

ものであると考える．

　一般的に，図書館の本を借り出すという行

為と読書という行為には違いがあると考えら

れる．しかし，貸出冊数から学生の読書量を

推測することはできなくとも，図書館の貸出

冊数は学生像を表すためのひとつの指標にな

ると考えてよいのであろう．

おわりに
　本稿は，図書館の読書支援を本学の教員に

理解していただき，全学的な取組の成果に繋

がることを望み投稿したものである．多くの

方のご教示を願いたい．
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